
36号
2016.２.１

議会だより

発行／三重県南伊勢町議会
〒516-0194 三重県度会郡南伊勢町五ヶ所浦3057

編集／議会広報特別委員会

主
な
内
容

平成27年 第４回
12月定例会‥ ‥‥‥‥２～３
一般質問‥‥‥‥‥‥４～12
みんなのつぶやき‥‥‥‥ 13
委員会報告‥‥‥‥‥ 14～15
みんなでやっとるで～ ほか‥‥‥ 16

守っていきたい伝統！

20162016

－竃方弓場式（相賀浦）－



－ 2 －

12
月
８
日
か
ら
10
日
ま

で
の
３
日
間
で
12
月
定
例

会
が
開
催
さ
れ
、
９
月
定

例
会
に
お
い
て
常
任
委
員

会
へ
付
託
さ
れ
た
平
成
26

年
度
各
会
計
決
算
の
委
員

長
報
告
と
認
定
決
議
を
は

じ
め
、
平
成
27
年
度
補
正

予
算
６
件
、
条
例
の
制
定

２
件
、
条
例
の
一
部
改
正

６
件
、
そ
の
他
の
議
案
６

件
、
諮
問
２
件
、
同
意
１

件
、
発
議
１
件
が
審
議
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
一
般
質
問
で
は

９
人
の
議
員
が
質
問
を
行

い
ま
し
た
。

◦
平
成
26
年
度
南
伊
勢
町
一

般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

賛
成
多
数

反
対
議
員

　
　

山
本　

周
也

　
　

手
塚　

征
男

　
　

岡
田　

和
夫

◦
平
成
26
年
度
南
伊
勢
町
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算　

賛
成
多
数

反
対
議
員

　
　

手
塚　

征
男

◦
平
成
26
年
度
南
伊
勢
町
介

護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算　
　
　

全
員
賛
成

◦
平
成
26
年
度
南
伊
勢
町
後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算

全
員
賛
成

◦
平
成
26
年
度
戸
別
合
併
処

理
浄
化
槽
事
業
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算

全
員
賛
成

◦
平
成
26
年
度
南
伊
勢
町
下

水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算　
　

全
員
賛
成

◦
平
成
26
年
度
南
伊
勢
町
簡

易
水
道
事
業
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算　

全
員
賛
成

◦
平
成
26
年
度
南
伊
勢
町
病

院
事
業
会
計
決
算全

員
賛
成

◦
平
成
26
年
度
南
伊
勢
町
上

水
道
事
業
会
計
決
算

全
員
賛
成

諮　
　

問

認　
　

定

議　
　

案

平
成
27
年

第
４
回
定
例
会

発　
　

議

同　
　

意

◦
平
成
27
年
度
南
伊
勢
町
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
９

号
）　
　
　
　

賛
成
多
数

反
対
議
員

　
　

山
本　

周
也

◦
平
成
27
年
度
南
伊
勢
町
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
３
号
）全員

賛
成

◦
平
成
27
年
度
南
伊
勢
町
介

護
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
４
号
）　

全
員
賛
成

◦
平
成
27
年
度
南
伊
勢
町
下

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
３
号
）全

員
賛
成

◦
平
成
27
年
度
南
伊
勢
町
病

院
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）　　

全
員
賛
成

◦
南
伊
勢
町
認
知
症
初
期
集

中
支
援
チ
ー
ム
検
討
委
員

会
設
置
条
例　

全
員
賛
成

◦
南
伊
勢
町
委
員
会
の
委
員

等
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例　

全
員
賛
成

◦
南
伊
勢
町
議
会
の
議
員
そ

の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公

務
災
害
補
償
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例　
　
　
　

全
員
賛
成

◦
南
伊
勢
町
消
防
団
員
等
公

務
災
害
補
償
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例全

員
賛
成

◦
南
伊
勢
介
護
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

全
員
賛
成

◦
南
伊
勢
町
行
政
手
続
き
に

お
け
る
特
定
の
個
人
を
識

別
す
る
た
め
の
番
号
の
利

用
等
に
関
す
る
法
律
に
基

づ
く
個
人
番
号
の
利
用
及

び
特
定
個
人
情
報
の
提
供

に
関
す
る
条
例

賛
成
多
数

反
対
議
員

　
　

手
塚　

征
男

◦
南
伊
勢
町
農
業
委
員
会
の

選
挙
に
よ
る
委
員
の
定
数

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

全
員
賛
成

◦
南
伊
勢
町
社
会
体
育
施
設

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例	

全
員
賛
成

◦
三
重
県
市
町
公
平
委
員
会

を
共
同
設
置
す
る
地
方
公

共
団
体
の
数
の
減
少
に
関

す
る
協
議
に
つ
い
て

全
員
賛
成

◦
三
重
県
市
町
公
平
委
員
会

共
同
設
置
規
約
の
変
更
に

関
す
る
協
議
つ
い
て

全
員
賛
成

◦
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に

つ
い
て（
２
件
）全

員
賛
成

◦
和
解
及
び
損
害
賠
償
額
の

決
定
に
つ
い
て

全
員
賛
成

◦
町
有
財
産
の
売
却
に
つ
い

て	

全
員
賛
成

◦
平
成
27
年
度
南
伊
勢
町

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

10
号
）	

全
員
賛
成

◦
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に

つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て（
２
件
）

久
保　

英
喜

岡
田　
　

譲

異
議
な
し

◦
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

に
つ
い
て

中
井
み
ち
代

全
員
賛
成

◦
南
伊
勢
町
議
会
会
議
規
則

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

全
員
賛
成
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補
正
予
算
　
主
な
質
疑

　
議
員　

観
光
事
業
費

の「
工
事
請
負
費
」の

詳
し
い
説
明
を
。

　
観
光
商
工
課
長

下
津
浦
に
あ
る
、
観

光
ト
イ
レ
の
改
修
を
行
う
も

の
。

　
議
員　

鳥
獣
害
防
止

総
合
対
策
費
「
報
償

費
」
の
増
額
理
由
は
。

　
水
産
農
林
課
長

当
初
予
定
よ
り
、
多

く
の
害
獣
が
駆
除
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
よ
る
増
額
補
正
で

あ
る
。

　
議
員　

教
育
総
務
費

の
「
高
校
生
留
学
促

進
事
業
補
助
金
」
の
内
容
説

明
を
。

　
教
育
委
員
会

人
材
育
成
を
目
的
と

し
た
事
業
で
、
今
回
の
補
助

は
、
南
伊
勢
高
校
南
勢
校
舎

の
生
徒
１
名
が
、
東
南
ア
ジ

ア
の
英
語
圏
の
国
へ
留
学
す

る
こ
と
に
対
す
る
も
の
で
あ

る
。

よ
り
良
い
整
備
を

獣
害
被
害
の
減
少
を

国
際
的
な
視
野
を

問

問

問

答

答

答
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一
般
質
問

新
た
な
産
業
創
出
は

風
土
や
気
候
を
活
か
し
て　
町
長

テーマは
若者定住と生涯現役　まちづくり政策監

まだまだ若い者には

わくわく体験

問
人
口
流
出
と
産
業
の

衰
退
や
教
育
全
般
と

の
因
果
関
係
は
あ
る
か
。

答
町
長　

各
家
庭
に
お

い
て
、
保
護
者
の
仕

事
や
住
居
、経
済
的
な
こ
と
、

進
学
・
通
学
の
利
便
性
な
ど

の
事
情
に
よ
り
、
町
外
へ
転

出
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

問
基
幹
産
業
の
再
構
築

を
め
ざ
す
う
え
で
、

従
来
の
産
業
再
生
と
転
換
、

そ
し
て
新
た
な
産
業
創
出
の

キ
ー
ワ
ー
ド
は
。

答
町
長　

気
候
や
風
土

な
ど
の「
自
然
」、
資

源
と
し
て
の「
文
化
」、
地
場

の「
産
業
」な
ど
、
当
町
が
独

自
に
持
つ
魅
力
や
価
値
へ
の

気
づ
き
が
大
事
と
考
え
る
。

そ
し
て
そ
れ
ら
を
活
か
し
た

当
町
な
ら
で
は
の
農
林
水
産

業
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
。

掛橋　靖 議員

問
地
方
創
生
へ
の
取
組

方
針
と
し
て
進
め
て

い
く
テ
ー
マ
・
キ
ー
ワ
ー
ド

は
。答

ま
ち
づ
く
り
政
策
監

創
生
の
課
題
は
「
若

者
定
住
」
と
「
生
涯
現
役
」。

そ
の
２
つ
を
大
き
な
テ
ー
マ

と
考
え
て
い
る
。
キ
ー
ワ
ー

ド
は
、
前
者
が「
学
校
」「
人

材
育
成
」「
地
域
資
源
」「
し

ご
と
」な
ど
、
後
者
が「
多
様

的
な
就
業
環
境
」「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
」「
小
さ

な
拠
点
」「
高
齢
者
福
祉
の

た
め
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
」
な
ど

と
し
て
い
る
。

問
現
状
で
支
障
と
な
り

得
る
課
題
は
。

答
ま
ち
づ
く
り
政
策
監

人
口
が
少
な
い
と
い

う
こ
と
は
、
実
際
の
取
組
を

し
て
い
く
う
え
で
、
動
け
る

人
の
数
も
リ
ー
ダ
ー
的
な
人

材
も
少
な
い
と
い
う
こ
と
。

こ
れ
が
一
番
の
課
題
と
捉
え

て
い
る
。
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一
般
質
問

４
つ
の
課
題
に
つ
い
て

ど
れ
も
し
っ
か
り
と
取
り
組
む　
教
育
長

る
と
と
も
に
、経
費
な
ど
の
徹

底
し
た
削
減
を
行
っ
て
い
く
。

問
看
護
師
中
途
退
職
者

の
調
査
結
果
と
改
善

方
法
は
。

答
病
院
事
務
長　

退
職

理
由
に
つ
い
て
は
、

家
族
の
転
勤
帯
同
、
健
康
上

の
問
題
、
労
働
条
件
の
よ
い

病
院
へ
の
鞍
替
え
、
自
ら
の

交
付
税
措
置
変
更
の
影
響
は

減
額
と
な
る　
病
院
事
務
長

医 療 の 要

問
町
立
病
院
の
地
方
交

付
税
措
置
に
つ
い
て
、

算
定
基
礎
と
な
る
も
の
が「
許

可
病
少
数
」か
ら「
稼
動
病
少

数
」
に
変
更
と
な
る
が
、
町

立
病
院
へ
の
影
響
と
そ
の
対

策
は
。

答
病
院
事
務
長　

緩
和

措
置
が
適
用
さ
れ
る

が
、
平
成
30
年
度
か
ら
完
全

移
行
さ
れ
、
金
額
に
し
て

５
，０
０
０
万
円
程
度
の
減
額

と
な
る
。非
常
に
厳
し
い
状
況

で
は
あ
る
が
、
対
策
と
し
て
、

病
床
稼
動
数
の
さ
ら
な
る
向

上
と
外
来
部
門
の
充
実
強
化

な
ど
、収
益
構
造
の
改
善
を
図

アジのある教育を

問
教
育
大
綱
の
策
定
に

伴
い
、教
育
方
針
と
、

全
国
的
に
も
課
題
と
さ
れ
て

い
る
子
ど
も
た
ち
の
「
学
ぶ

意
欲
の
低
下
」「
自
尊
感
情

の
低
下
」「
規
範
意
識
の
低

下
」「
体
力
な
ど
の
低
下
」へ

対
応
し
た
取
組
は
。

答
教
育
長　

目
標
達
成

の
た
め
の
主
な
事
業

や
取
組
は
、
大
綱
に
付
随
し

て
い
る
基
本
事
業
に
う
た
っ

て
い
る
。
４
つ
の
課
題
に
つ

い
て
は
、「
知
・
徳
・
体
」の

バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た
教
育
の

中
で
ど
れ
も
し
っ
か
り
と
取

り
組
ん
で
い
く
。

問
特
別
支
援
教
育
の
充

実
の
た
め
に
、
教
育

施
設
な
ど
の
環
境
整
備
の
見

直
し
も
必
要
と
感
じ
る
が
、

教
育
委
員
会
の
考
え
は
。

答
教
育
長　

障
が
い
の

あ
る
子
ど
も
た
ち
の

自
立
や
社
会
参
加
に
向
け
た

主
体
的
な
取
組
を
支
援
す
る

と
い
う
視
点
に
立
ち
、
子
ど

も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
教
育

的
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
そ
の

持
て
る
力
を
高
め
る
た
め
の

適
切
な
指
導
や
必
要
な
支
援

を
行
っ
て
い
る
。

倉田　育 議員

理
想
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
が
あ
り
、

一
概
に
は
言
え
な
い
と
い
う

の
が
現
状
で
あ
っ
た
。
方
策

と
し
て
、
院
長
と
職
員
の
フ

リ
ー
ト
ー
ク
や
定
期
的
な
面

談
な
ど
、
日
頃
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
こ
と

や
待
遇
面
を
含
む
労
働
環
境

の
改
善
な
ど
、
定
着
率
の
向

上
を
図
る
努
力
を
し
て
い
る
。
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一
般
質
問

問
地
方
創
生
へ
の
取
組

が
は
じ
ま
り
、
当
町

に
お
い
て
も
地
方
創
生
総
合

戦
略
構
想
が
進
め
ら
れ
て
い

る
が
、
進
捗
状
況
と
今
後
の

予
定
、
そ
し
て
大
切
に
し
た

い
こ
と
は
。

問
合
併
10
周
年
を
経
て
、

小
中
学
校
が
統
廃
合

さ
れ
教
育
環
境
の
ハ
ー
ド
面

の
整
備
は
進
ん
だ
が
、
山
積

す
る
課
題
解
決
に
は
、
教
育

の
充
実
と
ソ
フ
ト
面
を
整
備

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

キーワードは「ひと」

自分らしさを表現

大切にしたいものは
人とのコミュニケーション　まちづくり政策監

答
ま
ち
づ
く
り
政
策
監

目
下
、
総
合
戦
略
を

描
き
始
め
た
と
こ
ろ
。
今
後

は
そ
の
基
本
方
針
に
沿
っ
て

具
体
的
な
施
策
を
決
め
、
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
創
っ
て

い
く
。
ま
た
、
キ
ー
ワ
ー
ド

は「
ひ
と
」。
人
を
呼
ぶ
の
も

「
ひ
と
」。
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
要
視
し
、

人
を
呼
び
込
め
る
ひ
と
が
育

つ
よ
う
な
ま
ち
を
創
生
し
て

い
き
た
い
。

答
教
育
長　

当
町
の
大

綱
に
あ
る
よ
う
に
、

子
ど
も
た
ち
の
夢
の
実
現
に

向
け
て「
知
・
徳
・
体
」の
バ

ラ
ン
ス
が
取
れ
た
教
育
を
進

め
て
い
る
。
学
力
・
体
力
は

も
と
よ
り
、
自
分
や
他
者
の

命
も
心
も
大
切
に
す
る
こ
と

が
で
き
る
子
ど
も
た
ち
を
育

て
る
こ
と
も
大
切
。
ま
た
、

今
後
は
学
年
や
学
区
を
問
わ

ず
つ
な
が
り
合
い
、
一
人
ひ

と
り
の
子
ど
も
が
集
団
の
中

で
自
分
ら
し
さ
を
表
現
し
、

安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う

に
取
組
を
進
め
る
。

岡本　眞 議員

ソ
フ
ト
面
の
充
実
を

取
組
を
進
め
る　
教
育
長
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一
般
質
問

問
国
政
に
て
１
億
総
活

躍
社
会
の
実
現
に
む

け
て
、「
新
三
本
の
矢
」
の

具
体
的
施
策
が
発
表
さ
れ
た

が
、
当
町
に
お
け
る
地
方
創

生
の
基
本
的
な
考
え
と
イ

メ
ー
ジ
は
。

答
町
長　

生
活
に
密
着

し
立
地
す
る
危
険
家

屋
は
早
急
に
修
繕
や
除
去
の

検
討
が
必
要
。
し
か
し
、
法

的
な
手
続
き
が
必
要
で
あ
り
、

必
要
な
手
順
を
踏
ん
で
進
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
も

あ
る
。
ま
ず
は
所
有
者
へ
の

働
き
か
け
を
お
こ
な
い
、
そ

れ
ぞ
れ
事
案
に
見
合
っ
た
措

置
を
と
っ
て
も
ら
う
。
所
有

者
が
履
行
し
な
い
場
合
や
不

明
な
場
合
は
、
空
き
家
対
策

特
別
措
置
法
に
基
づ
き
そ
れ

ぞ
れ
の
事
案
で
検
討
す
る
。事故が起きる前に

活躍の場を

問
防
災
の
観
点
か
ら
、

総
務
建
設
常
任
委
員

会
で
視
察
し
た
2
軒
の
特
定

空
き
家
は
、
わ
ず
か
な
外
圧

で
倒
壊
し
そ
う
な
危
険
性
を

感
じ
た
。
被
災
時
の
避
難
に

支
障
が
生
じ
る
と
思
わ
れ
る

が
対
策
は
。

空き家対策は
早急な検討が必要　町長

答
ま
ち
づ
く
り
政
策
監

地
方
創
生
で
は
、
人

口
減
少
と
高
齢
化
に
対
応
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
、
変

え
る
べ
き
も
の
は
変
え
て
地

域
を
創
生
す
る
こ
と
を
基
本

方
針
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

ひ
と
の
流
れ
を
変
え
る
戦
略

づ
く
り
や
、
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
の
循
環
の
改
善
、
高

齢
者
活
躍
の
場
づ
く
り
な
ど
、

「
ひ
と
」に
関
わ
る
重
点
戦
略

と
す
る
。
ま
た
、「
地
域
に

開
か
れ
た
教
育
環
境
で
誇
れ

る
町
」「
高
齢
者
が
生
涯
現

役
で
活
躍
で
き
る
町
」
を
将

来
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
い
る
。

将
来
の
イ
メ
ー
ジ
は

高
齢
者
が
活
躍
で
き
る
ま
ち　
ま
ち
づ
く
り
政
策
監

山本芳隆 議員
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一
般
質
問

問
国
は
介
護
保
険
の
改

革
を
進
め
て
い
る
。

社
会
保
障
で
は
国
の
負
担
を

削
減
し
、
地
方
自
治
体
と
住

民
の
負
担
が
増
え
、
高
齢
者

の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
後
退
が

懸
念
さ
れ
る
中
で
、
町
と
し

て
の
努
力
は
ど
う
か
。

後退させないために
必要なサービスを　町長

手塚征男 議員

栽
培
状
況
は

現
状
で
は
厳
し
い　
町
長

問
地
域
振
興
の
一
つ
と

し
て
、
町
が
関
わ
っ

て
進
め
て
い
る
ブ
ド
ウ
の
試

験
的
栽
培
。
４
年
間
の
取
組

状
況
や
中
心
と
な
っ
て
事
業

を
進
め
て
い
る
会
の
努
力
内

容
は
。

答
町
長　
『
南
伊
勢
ワ

イ
ナ
リ
ー
の
会
』
と

町
と
の
協
働
に
よ
り
、
平
成

25
年
３
月
に
欧
州
産
苗
木
３

０
０
本
を
定
植
。
26
年
の
夏

に
は
結
実
し
た
が
獣
害
に
よ

り
収
穫
ま
で
至
ら
ず
。
27
年

は
獣
害
対
策
に
万
全
を
期
し

被
害
は
な
か
っ
た
が
、
６
月

の
梅
雨
時
期
に
「
べ
ト
病
」、

「
う
ど
ん
こ
病
」な
ど
の
病
気

が
発
生
し
、
結
実
し
た
実
が

腐
っ
て
し
ま
っ
た
。
現
状
の

答
町
長　

今
年
度
介
護

保
険
制
度
の
大
き
な

改
革
が
あ
っ
た
が
、
町
と
し

て
は
制
度
改
正
の
趣
旨
を
理

解
し
て
い
た
だ
く
よ
う
周
知

を
図
る
と
と
も
に
、介
護
サ
ー

ビ
ス
を
後
退
さ
せ
な
い
よ
う

に
、必
要
な
人
に
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
を
届
け
ら
れ
る
よ
う
な

し
く
み
を
創
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

介護保険の利用者負担も変わる

ま
ま
で
は
当
町
で
の
ブ
ド
ウ

栽
培
は
厳
し
い
状
況
で
あ
る

と
の
認
識
は
持
っ
て
お
り
、

今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
会

の
方
々
と
し
っ
か
り
話
し

合
っ
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

◦
南
島
西
小
学
校
高
台
移
転

問
題
に
つ
い
て

●
地
域
振
興
・
若
者
定
住
に

つ
い
て

厳しい生育管理
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一
般
質
問

倒
壊
へ
の
対
応
は

特
別
措
置
法
に
基
づ
い
て　
町
長

問
５
月
に
施
行
さ
れ
た

「
空
き
家
対
策
特
別

措
置
法
」
へ
の
対
応
に
つ
い

て
、
当
町
に
お
い
て
所
有
者

不
明
の
物
件
を
確
定
す
る
手

段
と
、
確
定
し
た
場
合
の
対

応
は
。

山本周也 議員

空き家バンク取組強化も

そ
の
他
の
質
問

◦
真
砂
寮
移
転
に
つ
い
て

◦
地
域
振
興
に
つ
い
て

公
文
書
の
記
入
に
つ
い
て

不
適
切
で
あ
っ
た　
町
長

再発防止・信頼回復を

問
平
成
26
年
度
決
算
に

お
け
る
歳
出
の
一
部

支
出
に
関
し
、
不
適
切
な
会

計
処
理
が
あ
っ
た
。
そ
の
原

因
に
関
し
て
作
成
権
限
の
あ

る
町
職
員
が
公
文
書
を
作
成

す
る
に
あ
た
っ
て
、
不
適
切

な
記
入
を
行
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
疑
い
が
あ
る
が
、
こ

れ
ら
の
文
書
に
つ
い
て
町
長

の
見
解
は
。

答
町
長　

特
定
空
き
家

な
ど
の
所
有
者
に
つ

い
て
は
、区
長
や
住
民
の
方
々

な
ど
に
聞
き
取
り
調
査
を
実

施
す
る
。
そ
れ
で
も
わ
か
ら

な
い
場
合
は
、
不
動
産
登
記

簿
に
よ
る
名
義
確
認
、
住
民

票
・
戸
籍
謄
本
な
ど
に
よ
る

住
民
や
権
利
者
の
確
認
な
ど

と
い
っ
た
調
査
を
し
て
い
く

考
え
。
そ
れ
ら
の
調
査
を
し

て
も
所
有
者
が
分
か
ら
な
い

場
合
に
は
、
所
有
者
不
明
と

確
定
す
る
。

確
定
し
た
場
合
の
対
応
と

し
て
、
特
別
措
置
法
に
基
づ

く
略
式
代
執
行
が
あ
り
、
改

修
や
解
体
費
用
を
町
が
負
担

す
る
こ
と
に
な
る
が
、
後
に

義
務
者
が
判
明
し
た
場
合
、

費
用
徴
収
を
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

答
町
長　

平
成
26
年
度

の
予
算
事
業
で
あ
っ

た
各
介
護
保
険
福
祉
計
画
に

係
る
印
刷
製
本
業
務
に
お
い

て
、
５
月
29
日
に
物
品
が
納

入
さ
れ
た
も
の
を
、
３
月
31

日
に
納
品
が
あ
っ
た
と
す
る

関
係
書
類
が
作
成
さ
れ
た
。

一
部
事
実
と
異
な
る
内
容
の

文
書
を
作
成
し
た
こ
と
に
つ

い
て
は
、
地
方
自
治
法
及
び

会
計
規
則
上
不
適
切
な
行
為

で
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

８
月
20
日
に
、
わ
た
し
よ
り

南
伊
勢
町
職
員
懲
戒
審
査
委

員
長
へ
、
本
件
業
務
の
担
当

職
員
に
つ
い
て
懲
戒
審
査
要

求
を
行
っ
た
。
審
査
報
告
を

踏
ま
え
、
今
後
、
慎
重
に
懲

戒
処
分
の
要
否
を
決
定
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、

同
時
に
再
発
防
止
に
む
け
た

改
善
を
進
め
て
い
く
。
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一
般
質
問

問
旧
五
ヶ
所
中
学
校
跡

地
を
国
道
２
６
０
号

線
バ
イ
パ
ス
工
事
に
よ
る
町

営
住
宅
移
転
用
地
に
し
た
い

と
説
明
が
あ
っ
た
が
、
町
の

将
来
の
こ
と
を
考
え
た
場
合

に
移
転
地
は
他
の
場
所
に
決

め
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

答
教
育
長　

国
道
２
６

０
号
事
業
に
つ
い
て
、

船
越
工
区
の
現
状
は
、
未
改

良
区
間
で
人
家
の
中
を
縫
う

よ
う
に
通
行
し
て
い
て
非
常

に
危
険
な
状
況
と
な
っ
て
い

る
。
伊
勢
建
設
事
務
所
が
現

道
拡
幅
や
バ
イ
パ
ス
検
討
を

行
い
、
バ
イ
パ
ス
計
画
で
実

施
し
て
い
く
こ
と
と
決
定
し
、

本
年
11
月
に
地
元
説
明
会
を

実
施
し
、
町
営
住
宅
の
移
転

候
補
地
も
合
わ
せ
て
計
画
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。
バ
イ
パ

ス
工
事
を
円
滑
に
進
め
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

大
切
な
町
有
財
産
で
あ
る
旧

中
学
校
跡
地
を
苦
渋
の
選
択

と
し
移
転
候
補
地
と
し
て
決

定
し
た
。
ま
た
敷
地
に
余
裕

が
で
き
れ
ば
若
者
定
住
団
地

と
し
て
活
用
し
て
い
き
た
い

と
も
考
え
て
い
る
。

安心安全な場所

「
和な

ご
み

」
の
廃
止
理
由
は

民
間
事
業
者
の
充
実
に
よ
り　
町
長

移転用地の決定理由は
円滑に進めるため　教育長

地元に愛されてきた「和」

岡田和夫 議員

そ
の
他
の
質
問

◦
地
域
包
括
ケ
ア
に
つ
い
て

◦
町
立
病
院
に
つ
い
て

問
礫
浦
の
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
「
和
」

が
来
年
３
月
末
に
廃
止
と
い

う
こ
と
だ
が
、
今
後
ま
す
ま

す
高
齢
化
が
進
む
中
で
南
海

地
区
唯
一
の
施
設
を
廃
止
す

る
理
由
は
。

答
町
長　

町
が
設
置
す

る
社
会
福
祉
協
議
会

の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

「
和
」は
、
事
業
が
開
始
さ
れ

た
当
時
は
町
内
に
同
一
の

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業

所
が
２
つ
し
か
な
く
、
地
域

福
祉
に
大
き
く
貢
献
し
て
い

た
だ
い
た
。し
か
し
な
が
ら
、

現
在
の
立
地
場
所
で
は
海
抜

が
低
く
津
波
の
心
配
が
あ
る

こ
と
、
ま
た
、
民
間
事
業
者

に
重
度
の
要
介
護
認
定
者
が

利
用
者
で
き
る
機
械
浴
槽
が

整
備
さ
れ
て
き
た
こ
と
か

ら
、
訪
問
介
護
事
業
や
新
た

に
開
始
す
る
総
合
事
業
な
ど

を
見
据
え
て
十
分
検
討
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。
現

在
利
用
し
て
い
た
だ
て
い
る

方
に
は
、
ご
迷
惑
を
か
け
な

い
よ
う
新
た
な
受
け
入
れ
先

と
の
調
整
な
ど
社
会
福
祉
協

議
会
と
連
携
し
て
進
め
て
い

く
。
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一
般
質
問

未来へつながる対策を

答
町
長　

昨
年
10
月
よ

り
、
記
念
事
業
推
進

委
員
会
を
立
ち
上
げ
準
備
を

し
、「
10
周
年　

い
か
し
て

未
来
へ　

南
伊
勢
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
町
民
一
丸
と

な
っ
て
お
祝
い
し
て
頂
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
推
進
し
て

き
た
。
そ
の
結
果
、
従
来
の

町
主
催
の
も
の
だ
け
で
な
く

公
募
も
含
め
て
35
の
事
業
が

計
画
さ
れ
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
手
作
り
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
た
。
大
勢
の
人

に
喜
ば
れ
賑
わ
う
結
果
に
つ

な
が
っ
た
。

問
当
町
が
誕
生
し
て
10

周
年
。
４
月
よ
り
さ

ま
ざ
ま
な
記
念
事
業
が
開
催

さ
れ
た
が
、
そ
の
総
括
は
。

町をあげて盛大に

田中喜一郎 議員

そ
の
他
の
質
問

◦
地
域
包
括
ケ
ア
体
制
に
つ

い
て

記念事業の総括は
大勢の人で賑わった　町長

問
28
年
５
月
に
は
伊
勢

志
摩
サ
ミ
ッ
ト
が
開

催
さ
れ
る
。
こ
の
影
響
で
宿

泊
施
設
の
不
足
、
移
動
時
の

制
限
な
ど
で
伊
勢
志
摩
地
域

を
避
け
て
他
の
地
域
へ
修
学

旅
行
先
を
変
更
さ
れ
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
る
が
。

答
町
長　

伊
勢
志
摩
サ

ミ
ッ
ト
開
催
前
後
と
、

修
学
旅
行
の
日
程
が
重
な
る

こ
と
で
キ
ャ
ン
セ
ル
の
発
生

と
、
来
年
以
降
戻
っ
て
こ
な

い
と
の
懸
念
は
観
光
関
係
者

か
ら
出
て
い
る
こ
と
は
事

実
。「
伊
勢
志
摩
学
生
団
体

修
学
旅
行
対
策
は

キ
ャ
ン
セ
ル
回
避
に
努
力　
町
長

誘
致
委
員
会
」
を
通
じ
て
、

修
学
旅
行
の
日
程
を
ず
ら
し

て
キ
ャ
ン
セ
ル
回
避
に
努
力

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
伊
勢

志
摩
サ
ミ
ッ
ト
開
催
を
機
会

に
付
加
価
値
の
高
い
修
学
旅

行
企
画
商
品
を
セ
ー
ル
ス
し
、

学
校
や
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
に
働

き
か
け
を
し
て
い
る
。
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一
般
質
問

移 転 先 は
中学校跡地を予定　町長

問
真
砂
寮
の
移
転
先
と

決
定
の
経
緯
は
。

答
町
長　

移
転
先
に
つ

い
て
は
旧
南
島
西
中

学
校
の
跡
地
、
現
在
の
さ
く

ら
保
育
園
横
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
予
定
し
て
い
る
。
ま
た
、

経
緯
に
つ
い
て
は
、
平
成
26

年
８
月
６
日
の
「
わ
た
ら
い

老
人
福
祉
施
設
管
理
者
・
副

管
理
者
会
議
」
で
、
高
台
移

転
事
業
進
行
の
了
承
を
得
て

検
討
に
入
っ
た
。
こ
の
時
点

で
の
整
備
予
定
地
は
旧
南
島

中
学
校
跡
地
で
あ
っ
た
が
、

進
入
路
の
確
保
に
つ
い
て
県

と
も
協
議
を
行
い
、
様
々
な

角
度
か
ら
検
討
し
た
結
果
、

現
状
で
は
確
保
が
難
し
く
、

建
設
予
定
地
と
し
て
27
年
度

内
の
「
基
本
計
画
及
び
基
本

設
計
業
務
」
を
完
了
す
る
目

途
が
立
た
な
く
な
っ
た
。
そ

の
た
め
近
隣
市
町
や
町
内
の

そ
の
他
の
候
補
地
も
検
討
し

た
結
果
、「
防
災
上
の
観
点

か
ら
緊
急
性
を
優
先
す
る
べ

き
」
と
い
う
考
え
の
も
と
、

町
有
地
で
十
分
な
敷
地
面
積

を
も
ち
、
進
入
路
の
確
保
が

さ
れ
て
い
る
旧
南
島
西
中
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
跡
地
に
整
備

を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
こ

の
こ
と
は
10
月
14
日
の
全
員

協
議
会
で
説
明
を
行
い
、
そ

の
後
南
島
地
区
の
区
長
さ
ん

に
説
明
の
う
え
ご
理
解
い
た

だ
き
、
11
月
４
日
に
は
区
長

連
絡
協
議
会
に
お
い
て
全
区

長
へ
の
説
明
を
し
た
と
こ
ろ

と
な
っ
て
い
る
。

安心・安全な高台へ

中山　盛 議員

問
南
島
メ
デ
ィ
カ
ル
セ

ン
タ
ー
の
今
後
の
医

療
体
制
、
特
に
医
師
の
確
保

に
つ
い
て
厚
生
連
と
の
話
し

合
い
は
。

答
町
長　

医
師
の
確
保

に
つ
い
て
は
、
セ
ン

タ
ー
を
新
築
移
転
し
、
指
定

管
理
制
度
に
よ
り
厚
生
連
に

管
理
委
託
を
始
め
た
当
初
か

ら
、
常
勤
医
３
名
の
確
保
を

管
理
者
の
果
た
す
べ
き
役
割

と
し
て
強
く
お
願
い
し
て
き

て
い
る
と
こ
ろ
。
難
し
い
事

情
も
あ
る
が
現
在
も
同
じ
く

強
く
要
望
し
て
い
る
。

医
師
の
確
保
は

常
勤
医
３
名
で
要
望　
町
長

一層の充実を
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みんなのつぶやきみんなのつぶやき

あなたもつぶやきませんか？
どんなことでも大丈夫です（^^）/
みんなでつぶやきましょう。
思ったこと、感じてることを200
字程度でつぶやいて下さい。
※ハガキか で送って下さいね。

〒516-0194
南伊勢町五ヶ所浦3057

議会事務局　宛
　0599－66－2164

■今年も元気で！
今年の正月３が日は本当に穏
やかでええ日やった。世間では
サミットやらゆうて大変みたい
やけど、今年も元気で仕事でき
たらええ。正月のような、静か
な一年やったらええな。

（70代男性）

■春よ来い♪
この地に嫁いで25年。
くねくねした峠道も少しずつ、少しずつ良く
なり、この春最後のトンネルが開通予定。
小学校、中学校のスクールバスはもちろんの
事、町バスやデマンドバスも便利になるはず。
いつもより、春が待ち遠しい。春よ来い♪早
く来い♪	 （40代女性）

■初志貫徹
去年の南伊勢町を振り返ってみると、移転や
津波対策など、いろいろなことが中途半端で終
わってしまっていたように思える。2016年は目
標を達成できる環境を整えてもらい、住民の願い
を１つでも多く叶えてくれるよう「初めに思い
立った志を変えず、最後まで貫き通し」日々頑
張っていってもらいたい。	 （70代男性）

■思いっきりやらせたい！
中学校が統合して子どもがバス
通学になりました。楽やけどクラ
ブ活動の時間が短くなったと残念
がっていました。スポ小から続け
てきて、やっと満足に試合が出来
るようになったのに残念がってい
ます。	 （50代女性）



－ 14 －

委
員
会
報
告

更なる議会の活性化を目指して！

～より良いまちづくりのために調査・研究などの活動をしています～

常任委員会・特別委員会

総
務
建
設
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

町
の
財
政
・
町
税
・
産
業
・
建
設
・
防
災
・
上
下
水
道
・
ま
ち

づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
調
査
や
審
査
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

教
育
・
子
育
て
・
福
祉
・
医
療
・
生
活
・
環
境
衛
生
・
健
康
保
険
・

介
護
保
険
な
ど
の
調
査
や
審
査
を
担
当
し
て
ま
す
。

更なる議会の活性化を目指して！

私
た
ち
は
11
月
19
日
、
20
日
の
二
日
間
、
地
方
創
生
へ

の
取
組
研
究
の
た
め
に
、
石
川
県
穴
水
町
と
内
灘
町
を
訪

れ
ま
し
た
。

◆
穴
水
町
は
当
町
と
よ
く
似
た
リ
ア
ス
式
海
岸
の
半
農
半

漁
の
過
疎
化
が
進
む
町
で
、
人
口
推
移
は
、
現
在
８
，
８

０
０
人
、
２
０
４
０
年
に
は
５
，
０
７
５
人
に
な
る
と
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
。「
新
規
漁
業
就
業
者
担
い
手
支
援
事

業
・
漁
具
等
準
備
支
援
事
業
」
を
設
け
、
現
状
打
開
に
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
一
例
と
し
て
、
東
京
都
か
ら
、
移

住
し
て
き
た
若
者
夫
婦
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。
他
に
は「
能

登
中
居
鋳
物
館
」
を
中
心
と
し
た
観
光
業
、
能
登
ワ
イ
ン

工
場
の
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

◆
金
沢
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
人
口
が
増
加
し
発
展

し
て
い
る
内
灘
町
は
、
金
沢
医
科
大
学
や
病
院
が
あ
る
町

と
し
て
、
砂
丘
を
宅
地
造
成
し
、
若
者
の
流
入
促
進
を
図

り
、
人
口
増
が
達
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
後
は

「
子
育
て
支
援
事
業
の

充
実
」
を
計
り
、
定
住

人
口
３
０
，
０
０
０
人

に
向
け
総
合
戦
略
を
作

成
し
て
い
る
と
の
事
で

し
た
。

私
た
ち
は
９
月
29
日
、
30
日
の
二
日
間
、
老
人
福
祉
と

へ
き
地
教
育
充
実
へ
の
取
組
研
究
の
た
め
に
、
岐
阜
県
大

野
町
と
白
川
村
を
訪
れ
ま
し
た
。

◆
初
日
は
、
携
帯
型
高
齢
者
緊
急
通
報
装
置
を
導
入
し
、

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活
を
お
く
っ
て
い

る
と
い
う
大
野
町
を
訪
問
し
、
町
外
に
住
む
家
族
も
安
心

で
き
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
を
勉
強
し
ま
し
た
。
こ
の
シ
ス

テ
ム
は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
職
員
を
介
し
て
家
族
や
役
場

職
員
と
連
絡
を
と
る
と
い
う
も
の
で
、
緊
急
時
に
所
持
者

が
ブ
ザ
ー
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
引
く
こ
と
で
、
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
に
通
報
が
届
き
、
安
否
確
認
が
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、

同
時
に
家
族
な
ど
の
登
録
者
に
は
ブ
ザ
ー
が
引
か
れ
た
旨

の
メ
ー
ル
が
発
信
さ
れ
ま
す
。

◆
２
日
目
は
、
白
川
村
を
訪
問
し
、「
全
中
学
生
へ
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
貸
与
（
授
業
の
電
子
化
）」
に
つ
い
て
の
話
を
聞

き
ま
し
た
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導
入
に
は
議
会
で
も
賛
否
両

論
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
す

が
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
即
し

た
子
ど
も
た
ち
の
教
育
を
考

え
、
ま
た
、
実
際
に
授
業
を
す

る
先
生
方
や
教
育
委
員
会
の
熱

意
を
感
じ
て
、
実
用
に
踏
み

切
っ
た
と
こ
ろ
、
児
童
・
生
徒

の
学
習
意
欲
が
向
上
し
た
と
の

こ
と
で
し
た
。

今回の視察目的！

今回の視察目的！

地方創生・人口ビジョン
当町同様に人口減少に悩む穴水町と人口が増え
ている内灘町を視察してきました。

老人福祉とへき地教育
少子高齢化が進む課題を抱え、安心安全と熱心
に教育に取り組む先進地を視察してきました。



－ 15 －

委
員
会
報
告

国
道
２
６
０
号
早
期
改
良
工
事

着
手
へ
の
陳
情
活
動

議
会
広
報
特
別
委
員
会

今回の視察目的！
よりわかりやすく伝えること

広報誌コンクールで優秀賞を受賞している先進
地２町を視察してきました。

私
た
ち
は
11
月
25
日
、
26
日
の

二
日
間
、
議
会
広
報
の
研
究
の
た

め
に
、
兵
庫
県
猪
名
川
町
と
京
都

府
久
御
山
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

◆
初
日
の
猪
名
川
町
議
会
は
、
わ

か
り
や
す
い「
議
会
だ
よ
り
」の
制

作
に
努
め
て
お
り
、
県
の
広
報
誌

コ
ン
ク
ー
ル
に
て
優
秀
賞
を
受
賞

し
て
い
ま
す
。
手
作
り
へ
の
こ
だ

わ
り
を
第
一
に
、
子
ど
も
た
ち
の

声
な
ど
も
掲
載
し
、
町
民
に
開
か

れ
た
広
報
誌
作
成
に
工
夫
を
凝
ら

し
て
い
ま
し
た
。

◆
二
日
目
の
久
御
山
町
議
会
は
、

議
会
だ
よ
り
表
紙
の
タ
イ
ト
ル

「
く
み
や
ま
」を
小
学
生
低
学
年
の

児
童
に
書
い
て
も
ら
っ
た
り
し

て
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
み
や

す
い
表
紙
づ
く
り
に
こ
だ
わ
っ
て

い
ま
し
た
。
よ
り
多
く
の
町
民
の

皆
さ
ん
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え

る
誌
面
づ
く
り
を
絶
え
ず
意
識
し

て
、
研
究
を
重
ね
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

○議会だより「みなみいせ」年４回発行

◦定例会開催前から誌面の構成会議をおこない発行
準備に取り掛かります。

◦定例会終了後から、原稿作成、写真撮り、レイア
ウト作成などをおこない、町民の皆さんから記事
を集めたりします。

◦何度か校正を繰り返し発行します。

○年に一度、全国市町村議会主催の研修参加、または
先進地視察をおこない、研究を重ねています。

当委員会の活動内容

◦国道260号東宮－河内間、通称三つ坂峠の早
期改良工事着手への陳情活動をおこないまし
た。三重県庁では鈴木知事、国土交通省では国
土交通大臣政務官江島参議院議員に、三つ坂峠
の厳しい道路事情、多発している事故件数、そ
して、町内全区長、ＰＴＡ、漁協はじめ各団体
の生の声をまとめた要望書を提出し、町民の皆
さんの総意としての切実なる熱い思いをぶつけ
てきました。また、衆・参両議員会館では三重
県選出代議士の皆さんにも後押しをお願いに要
望書を提出してきました。

■平成27年12月17日、18日の二日間、上村議長を団長に、副議長、議会運営委員会委員長、各常
任委員会委員長の５名で、三重県庁、衆・参両議員会館、国土交通省へ陳情に行ってきました。

国交省にて江島政務官と

三重県庁にて
鈴木英敬知事と



－ 16 －

議会広報特別委員会
委
員
長	

田
中
喜
一
郎

副
委
員
長	

掛
橋
　
　
靖

委
　
　
員	

東
　
伊
久
雄

	

河
村
　
健
志

	

倉
田
　
　
育

議
会
だ
よ
り
に
つ
い
て

の
お
問
い
合
わ
せ
な
ど
は
、

議
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

☎
０
５
９
９
�
１
７
８
１

０
５
９
９
�
２
１
６
４

今
年
は
穏
や
か
な
幕
開

け
で
し
た
が
、
一
年
を
通

じ
て
こ
の
よ
う
に
穏
や
か

に
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
。

昨
年
は
、
南
伊
勢
町
が
誕

生
し
て
、
10
年
に
な
る
節

目
の
年
で
し
た
が
、
こ
れ

か
ら
も
私
た
ち
議
会
は
、

よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
頑
張
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

今
年
一
年
が
、
皆
さ
ま

方
に
と
っ
て
幸
多
い
年
に

な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。
本
年
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

議会を傍聴しませんか
３月定例会が開催されます。
開催は３月２日～３月23日の予定です。
ぜひ傍聴してください。
（当日、総務課で受付をしてください。）

11月27日、「三重県町村議会議長会」が三重県議会に対して町村行
政を取り巻く厳しい現状を伝え、県の財政支援を訴えました。要望
は「財政基盤の充実強化」「自治の確立」「防災対策の充実強化」「道路交
通網の整備促進」など13項目にわたるもので、同議長会副会長の立場
で参加した上村議長が、会長不在の中、先頭に立って、県議会の正
副議長及び各常任委員長に町村への支援を強く求めました。

議
　
長	

上
村
　
久
仁

町内のがんばっている人を紹介します！

設　立　　平成17年
隊員数　　15名

田曽浦区には田曽浦区全住民を会員とした田曽浦
区自主防災会があります。「住民全員で防災にあた
ろう」という考えです。その内部組織として、田曽

浦区自主防災隊があります。防災に関する活動を中心となって企画そして行動していく実働部隊
となります。
発足は平成16年に発生した三重県南東沖地震をきっかけに、消防団とは別組織で、消防団員
が手薄になる平日昼間の防災活動を行うべく、また地震対策に特化した田曽浦区単独で動ける防
災組織が必要ではないかと考え、平成17年度に立ち上げました。
「住民の防災意識向上」を目的に「災害時には一人の命もなくさない」「自分たちの命は自分たち
で守る」「共助の心を育て皆で田曽浦を守る」をかかげ、住民と共に活動を進めています。

議会だよりでは町のがんばり屋さんを募集しています。自薦他薦は問いません。
※下記の議会事務局まで

田曽浦区自主防災隊


